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９
月
14
・
15
日
に
、
ば
ん
げ
秋

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宵
ま
つ
り
で
は
、
提
灯
行
列
が

行
わ
れ
、
各
町
内
の
子
ど
も
た
ち

が
太
鼓
台(

と
し
ゃ
れ
っ
こ)

を

引
き
、
き
れ
い
な
音
色
の
囃
子

(

は
や
し

)

が
秋
の
夜
空
に
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

　
稚
児
行
列
は
、
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
奉
納
の
後
、
テ
ン
ト
内
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
仮
装
山
車
コ
ン
ク
ー
ル
に
登
場

し
た
坂
下
地
区
15
自
治
会
の
仮
装

山
車
は
、
今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
。

子
ど
も
た
ち
が
審
査
会
場
前
で
、

練
習
し
て
き
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
今
年
は
新
町
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

仮装山車コンクルール各賞

①最優秀賞：ゆる色　ＧＬＯＢＡＬ（新町）　②美術賞：戦国ＢＡＳＡＲＡ

（緑町）　③ユーモア賞：本町のシュガー・ラッシュ（本町）　④ファンタジー

賞：機動戦士Ｚガンダム（新富町）　⑤国際ソロプチミストばんげ賞：る

ろうに剣心（小原）　⑥商工会長賞：モンスターズ・ユニバーシティ（新栄町）

⑦工業振興協議会長賞：こちら鉄砲町おけや前派出所（鉄砲町）　⑧優秀賞：

ワンピース・新世界（古坂下）　⑨アイディア賞：機動戦士ガンダム（諏訪町）

⑩観光物産協会賞：となりのおやじ（仲町）　⑪技術賞：茶屋町ディズニー

爽涼鼓舞（茶屋町）　⑫優秀賞：戦国ＳＡＫＵＲＡ　2013（桜木町）⑬ロー

タリークラブ賞：八重の桜（柳町）　⑭ライオンズクラブ賞：モンスター

ズ（上町）　⑮青年会議所賞：こたけちゃん＆八重たんｉｎばんげ（橋本）
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平成24年度　普通会計決算の内容
総額104.3億円　　前年比20.9億円増

歳入総額 104.3億円

歳出総額 102.3億円

町　税
15.7億円(15.1％)

地方贈与税
1.1億円(1.1％)

地方交付税
27.7億円(26.6％)

国庫支出金 8.3億円(7.9％)

県支出金
19.8億円
(19.0％)

町　債
20.7億円(19.8％)

その他の交付金
1.9億円(1.8％)

自主財源  
(23.8％)

依存財源
(76.2％)

○分担金及び負担金

0.2億円(0.2％)

○使用料及び手数料

1.3億円(1.3％)

○財産収入

0.4億円(0.4％)

○繰入金

2.4億円(2.3％)

○繰越金

2.4億円(2.3％)

○諸収入

1.9億円(1.9％)

○その他

0.3億円(0.3％)

総務費
9.1億円(8.9％)

民生費
29.0億円
(28.3％)

衛生費
4.9億円(4.8％)

農林水産業費 4.8億円(4.7％)

商工費 2.2億円(2.1％)

土木費
10.1億円(9.9％)

消防費
3.0億円(2.9％)

教育費
27.2億円
(26.6％)

公債費
9.6億円(9.4％)

その他
2.4億円(2.4％)

基金への積立金 1.4億円

「人の駅･川の駅･道の駅」推進事業 0.9億円

公共施設維持・修繕 0.5億円

総 務 費 【一般的な事務に】

県南･会津･南会津地域給付金 12.4億円

子どものための手当 2.2億円

介護保険へ繰出 2.0億円

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 0.9億円

国営かんがい排水事業償還金 0.7億円

農業集落排水事業へ繰出 0.4億円

民 生 費 【福祉増進のために】

農林水産業費 【農林業の振興に】

坂下東第一土地区画整理事業 3.7億円

道路新設改良費 2.3億円

除雪対策事業 1.5億円

土 木 費 【道路や橋の整備に】

統合小学校建設費 7.8億円

統合中学校建設費 6.0億円

統合幼稚園建設費 4.4億円

教 育 費 【学校、社会教育の充実に】

議会費 1.1億円

労働費 0.3億円

災害復旧費 1.0億円

そ の 他

主　な　内　容

町民１人当たりに使われたお金 総額603,115円
町民１人当たりが納めた税金 92,733円
１世帯当たりの税金 291,862円

【町民１人当たりに使われたお金】歳出102.3億円÷人口16,961人

【町民１人当たりが納めた税金】納付税額15.7億円÷人口16,961人

【１世帯当たりの税金】納付税額15.7億円÷世帯5,389戸

◎人口、世帯数は平成24年10月１日現在の数値です。
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平成24年度　特別会計決算の内容
（小数点第2位以下を四捨五入して表示）

会　計　名 歳　入

21.2億円 20.3億円

歳　出

国 民 健 康 保 険

1.6億円 1.6億円後 期 高 齢 者 医 療

17.2億円 16.9億円介 護 保 険

5.9億円 5.9億円下 水 道 事 業

0.6億円 0.6億円農 業 集 落 排 水 事 業

4.6億円 4.5億円水 道 事 業

51.1億円 49.8億円計

主　な　内　容

 【
国
民
健
康
保
険
】

　国
保
税
の
確
実
な
収
納
を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
率
等

特
別
対
策
事
業
に
取
組
み
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納

め
る
保
険
税
に
よ
り
運
営
し
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
並

び
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各
種
保
健
事
業

の
充
実
強
化
を
図
り
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　医
療
費
適
正
化
対
策
を
進
め
、
壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予

防
や
早
期
治
療
が
老
後
の
健
康
維
持
に
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
保
険
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

 【
介
護
保
険
】

　介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
10
年
以
上
が
経
過
し
、
制
度
へ

の
理
解
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
団
塊
の
世
代

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
っ
た
要

介
護
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
の

介
護
予
防
に
よ
る
給
付
費
の
抑
制
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

 【
下
水
道
事
業
】

　坂
下
中
央
処
理
区
終
末
処
理
場
の
機
械
・
電
気
設
備
工

事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
下
東
処
理
区
の
古
坂

下
、
桜
木
町
地
内
で
延
長
５
６
３
ｍ
の
管
渠
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

 【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】

　本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

 

・
家
屋
移
転
等
２
件
８
棟
（
現
年
度
分
）

 

・
整
地
工
事

　５
１
９
３
㎡

を
補
償
・
整
備
し
ま
し
た
。

 【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　窪
倉
・
合
川
・
陣
が
峯
城
・
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

 【
水
道
事
業
】

　坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
区
画
道

路
築
造
に
伴
い
、
古
坂
下
、
桜
木
町
地
内
で
延
長
３
８
２

ｍ
の
配
水
管
敷
設
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

会津坂下町の財政指標(健全化判断比率)を公表します
地方公共団体財政健全化法に基づく平成24年度決算の健全化判断比率は次のとおりです。

わが町の比率

（早期健全化基準）

―

（15.0）

実質赤字比率

―

（20.00）

連結実質赤字比率

15.0

（25.0）

実質公債費比率

162.5

（350.0）

将来負担比率

　いずれかが早期健全化基準以上である場合、法で定める「財政健全化計画」を策定しなければなりません。

　また、健全化判断基準のうち公営企業（水道事業、下水道事業、農業集落排水事業）の資金不足比率におい

ても該当しておりません。

【平成23年度と平成平成24年度の比較】
○実質公債費比率
　15.9%（Ｈ23）⇒ 15.0%（Ｈ24）

　※0.9ポイント低下

　要因：単年度の実質公債費比率が高かった平成21

　年度分が含まれなくなったことに伴うもの

○実質公債費比率とは・・・
　普通会計の公債費（返済）と公営事業会計・一部

　事務組合への公債費にあたる負担金を合わせた額

　の標準財政規模に対する比率。

　３ヵ年の平均値で算出される。

○将来負担比率
　147.9%（Ｈ23）⇒ 162.5%（Ｈ24）

　※14.6ポイント上昇

　要因：教育施設統廃合に伴う施設整備等による起

　債発行に伴うもの

○将来負担比率とは・・・
　出資法人（第三セクター等）を含めた普通会計の

　実質的な負債の標準財政規模に対する比率。
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人件費の状況（普通会計決算） （注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含む

区 分

住民基本

台帳人口

(24.3.31)

歳出額(千円)

Ａ

実質収支

(千円)

人件費(千円)

Ｂ

人件費

(B／Ａ)

前年度

人件費率

平成 24 年度 17,321 人 10,229,419 182,198 1,380,410 13.5％ 17.6％

職員給与費の状況（一般会計予算） （注）給与費は当初予算に計上された額

区 分 職員数 A

給 与 費 1 人当たり給

与費(Ｂ／Ａ)

(千円)

給 料

(千円)

職員手当

(千円)

期末・勤勉

手当(千円)

計 B

(千円)

平成 25 年度 151 人 590,374 252,292 217,755 1,060,421 7,023

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成 2５年 4 月 1 日現在）

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平 均 年 齢

326,958 円 4４.1 歳 ２９7，475 円 55.３歳

職員の初任給の状況 （平成 2５年 4 月 1 日）

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

法 定 初 任 給 採用 2 年経過給料額 法 定 初 任 給 採用 2 年経過給料額

大学卒 １７2，２００円 １８５，８００円 － －

短大卒 １５２，8００円 １６６，9００円 － －

高校卒 １４０，１００円 １４９，８００円 １３７，２００円 １４６，７００円

中学卒 － － １２９，２００円 １３７，２００円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成 2５年 4 月 1 日）

区 分
経験年数 7 年以上

10 年未満

経験年数 10 年以上

15 年未満

経験年数 15 年以上

20 年未満

一般行政職

大学卒 ２３１，８００円 ２７４，５００円 ３１８，１００円

短大卒 該当者なし ２３８，５００円 ３１４，２００円

高校卒 該当者なし ２２１，６００円 ２７６，３００円

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

　
　
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務

　
　
員
や
そ
の
他
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
、
そ
し
て
民
間
の

給
与
水
準
等
を
考
慮
し
、
町
議

会
の
決
議
を
経
て
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
方
分
権
の

推
進
や
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
行
政
需
要
が
増
大
す
る

中
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
こ
と
を
基
本
理
念

に
、
な
お
一
層
の
適
正
な
給
与

及
び
定
員
の
管
理
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

＊
平
成
25
年
９
月
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
の
７
ケ
月
間
、
職

員
は
給
料
表
に
合
わ
せ
一
・
二

級
は
３
％
、
三
・
四
級
は
４

％
、
五
・
六
級
は
６
％
を
削
減

し
ま
す
。

　
ま
た
、
三
役
及
び
町
議
会
議

員
は
10
％
削
減
を
実
施
し
ま

す
。

　
▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
部
　
行
政
管
理
班 

　
　
☎
84-

１
５
０
３
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職員手当の状況

手 当 6 月 期 12 月 期 合 計

期末手当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．6 月分

勤勉手当 ０．６７５月分 ０．６７５月分 １．３５月分

合 計 １．９月分 ２．0５月分 3．９５月分

退職手当（最高限度額）
自己都合 勧奨退職

４７．５月分 ５９．２８月分

その他

手 当
区 分 扶養手当 住居手当 通勤手当 時間外 寒冷地

平 成

2３年度

支給総額 23,693 千円 2,720 千円 5,432 千円 26,819 千円 11,010 千円

職員１人当たり

支 給 月 額
19,744 円 25,177 円 4,353 円 20,504 円 13,107 円

平 成

24 年度

支給総額 22,945 千円 3,865 千円 5,438 千円 33,128 千円 10,540 千円

職員１人当たり

支 給 月 額
19,313 円 26,840 円 4,082 円 21,400 円 12,547 円

（注）職員１人当たり支給月額は、支給総額をそれぞれの支給要件に該当する職員数で除算し算出

特別職の報酬等の状況

区 分 給料月額等 期 末 手 当

給 料

町 長 796,000 円 【2５年度支給割合】

6 月期 １２月期 計

１.4 月分 １.55 月分 2.95 月分

副町長 640,000 円

教育長 599,000 円

報 酬

議 長 299,000 円 【2５度支給割合】

６月期 １２月期 計

１.4 月分 １.55 月分 2.95 月分

副議長 242,000 円

議 員 221,000 円

部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

区 分 職 員 数 対前年増減数 区 分 職 員 数 対前年増減数

部 門 H25 H24 H25 H24 部 門 H25 H24 H25 H24

一 般

行 政

部 門

議 会 ３ ３ ０ ０ 特別行政部門 教 育 ３5 3６ ▲1 ▲２

総 務 ３7 ３５ 2 ▲１ 普通会計 計 １52 １5２ 0 ▲２

税 務 １０ １0 ０ ０

公 営

企業等

会 計

部 門

水 道 3 ４ ▲1 ▲１

民 生 ２4 ２３ 1 ▲１ 下水道 4 ４ ０ １

衛 生 12 １２ ０ ３ 国 保 6 ６ 0 ▲１

農林水産 １2 １４ ▲2 ▲１ 介護保険 4 ５ ▲1 １

商 工 6 ６ 0 ２ 小 計 17 19 ▲2 ０

土 木 １3 １３ ０ ▲２
合 計 169 １7１ ▲２ ▲２

小 計 １17 １1６ １ ０

（注）上記職員数は、毎年 4 月 1 日現在で総務省自治行政局公務員部能率安全推進室で行っている

「地方公共団体定員管理調査」（教育長、臨時職員を除く）の人数
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交流促進施設（水防センター）

地域振興施設（直売所、レストラン）

「人の駅・川の駅・道の駅」の中核施設である「地域振興施設・交流促進施設」の建設工事安全祈願祭・起工

式が平成２５年８月２７日に建設予定地において、発注者である湯川村及び会津坂下町の関係者のほか、国及

び県関係者、近隣行政区長などの来賓が出席し、執り行われました。

◎完成予想図

地域振興施設、交流促進施設建設が本格的にスタート！

「人の駅・川の駅・道の駅」協議会では、地域振興施設内に設けた「農産物

等直売所」に農産物や加工品などを出荷する農家の皆さんを募集しています。

わずかな出荷量や収穫できた野菜だけでも構いません。興味をお持ちの方は、

ぜひお申し込みください。また、会員向けの勉強会を秋の収穫作業後に予定し

ています。

農産物等出荷会員を募集中です！

○問い合わせ先・申し込み先

・湯川村地域振興課（TEＬ0241-27-8831、FAX0241-27-3771）

・会津坂下町商工観光班（TEL0242-83-5711、FAX0242-83-5713）

【地域振興施設】

・木造平屋建（会津産材利用）

・延べ床面積：１，１８３㎡

・施 工 業 者：入谷・マルト特定建設

工事共同企業体

【交流促進施設】

・木造平屋建（会津産材利用）

・延べ床面積：２９１㎡

・施 工 業 者：鈴木綜合建設株式会社

工事期間中は、何かとご迷惑をおかけ

しますがご了承ください。

起工式　鍬入れの様子 発注者代表あいさつ（湯川村  大塚村長）
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　今月号の「道の駅インタビューコーナー」は、湯川村は森
もりだい

台区の柏木美恵子さん、会津坂下町は洲
すばしり

走区の加

藤真理子さんからお話を聞きました。地域農業の第一線で活躍されている女性農業者から、貴重な意見をいた

だきました。

「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業 湯川村・会津坂下町共同企画

○
菊
を
作
っ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、

い
つ
頃
か
ら
菊
づ
く
り
を
始
め
た
の
で
す

か
。

柏
木

：

私
の
家
で
は
、
稲
作
の
ほ
か
に
昭

和
55
年
か
ら
菊
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
湯
川
村
で
は
「
菊
を
つ
く
ろ

う
」
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
兵
庫
県
に
研

修
に
行
き
菊
の
株
を
分
け
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
菊
の
栽
培
は
「
二

輪
菊
」
か
ら
つ
く
り
始
め
、
現
在
は
季
節

に
合
わ
せ
な
が
ら
小
菊
、
ス
プ
レ
ー
菊
や

輪
菊
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
菊

の
栽
培
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
湯
川
村
に
は

24
軒
栽
培
農
家
が
い
た
ん
で
す
が
、
今
は

４
軒
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ち
ょ
っ
と
さ
び

し
い
で
す
。

○
今
は
出
荷
で
忙
し
そ
う
で
す
ね
。

柏
木

：

６
月
20
日
ご
ろ
か
ら
菊
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
11
月
ま
で
出
荷

が
続
き
ま
す
が
、
７
月
お
盆
、
８
月
の
旧

盆
、
９
月
の
お
彼
岸
、
３
回
大
き
な
出
荷

の
ピ
ー
ク
が
来
ま
す
。

○
収
穫
し
た
菊
の
花
は
、
何
か
に
加
工
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

柏
木

：

お
盆
、
お
彼
岸
や
法
事
な
ど
に
花

が
欲
し
い
と
頼
ま
れ
て
、
花
束
を
つ
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
で
も
直
売
所
な
ど
に

は
、
花
の
出
荷
が
忙
し
く
て
出
し
て
い
ま

せ
ん
。

○
と
こ
ろ
で
、「
道
の
駅
」
と
い
う
と
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭
の
中
に
浮
か
び
ま

す
か
。

柏
木

：

道
の
駅
に
は
旅
行
の
時
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
、
足

を
伸
ば
せ
て
ホ
ッ
と
休
め
る
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
休
ん
だ
後
に
建
物
の

中
に
入
っ
て
、
お
土
産
物
や
工
芸
品
を
眺

め
て
、
こ
の
土
地
で
は
「
こ
ん
な
物
が
特

産
品
な
ん
だ
」
と
情
報
が
得
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
の
い
い

と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

柏
木

：
ト
イ
レ
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
は
良

い
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
ト
イ

レ
が
汚
れ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
関
連
す
る

の
か
店
員
さ
ん
の
雰
囲
気
や
接
客
態
度
が

良
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
、
新
し
く
で
き
る
「
道
の
駅
」

に
は
、
ど
ん
な
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
か
。

柏
木

：

菊
づ
く
り
を
始
め
て
か
ら
、
年
間

を
通
し
て
家
の
中
に
花
を
飾
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
出
荷
の
無
い
時
期
に
は
「
ま

ん
ま
ー
じ
ゃ
」
に
寄
っ
て
花
を
買
っ
て
い

る
の
で
、
近
く
に
出
来
れ
ば
消
費
者
の
立

場
で
利
用
す
る
機
会
が
増
え
そ
う
で
す
。　

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

話
が
で
き
そ
う
な
場
所
に
も
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
さ
ら
に
湯
川
村
と
会
津
坂
下
町

共
同
で
生
け
花
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
や
花
の
寄
せ
植
え
な
ど
の
講
座

が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
交
流
も
深
ま
る
と
思

い
ま
す
。

加
藤

：

道
の
駅
に
行
け
ば
、
そ
の
地
域
の

も
の
が
買
え
る
、
地
域
の
情
報
が
集
ま
っ

て
い
て
、
そ
の
地
域
の
こ
と
が
わ
か
る
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
の
い
い

と
こ
ろ
、
ま
た
反
対
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤

：

地
元
の
物
が
少
な
い
、
ど
こ
に
で

も
売
っ
て
い
る
よ
う
な
物
が
並
ん
で
い
る

と
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。
店
員
さ
ん
も
、

農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
訛
り
言
葉
で
接

客
す
る
こ
と
も
い
い
ん
で
す
が
、
あ
る
程

度
丁
寧
な
接
客
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
も

ら
え
ば
、
印
象
は
も
っ
と
良
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

○
最
後
に
、
新
し
く
で
き
る
「
道
の
駅
」

に
は
、
ど
ん
な
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
か
。

加
藤

：

地
元
の
人
も
観
光
客
も
み
ん
な
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
こ
で
し
か
買
え

な
い
商
品
、
珍
し
い
商
品
が
あ
れ
ば
訪
れ

る
人
が
増
え
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
食
事
も
「
そ
ば
す
い
と
ん
」
や
「
は
っ

と
」
を
食
べ
た
い
方
も
た
ま
に
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
珍
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば

い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

○
加
藤
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
米
の
ほ
か
に

何
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

加
藤

：

米
の
ほ
か
、
ソ
バ
と
リ
ン
ゴ
も
栽

培
し
て
い
ま
す
。
ソ
バ
は
約
８
ｈ
ａ
作
付

し
て
お
り
、
品
種
は
粉
が
白
く
て
、
収
量

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
「
会
津
の
か
お

り
」
を
選
ん
で
い
ま
す
。
ソ
バ
は
８
月
の

旧
盆
の
種
ま
き
か
ら
、
10
月
の
収
穫
ま
で

２
か
月
程
度
で
収
穫
が
で
き
る
作
物
な
ん

で
す
よ
。
栽
培
期
間
が
短
い
た
め
、
年
２

回
収
穫
が
可
能
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
春
ま

き
の
「
夏
ソ
バ
」
は
、
香
り
も
な
く
味
も

落
ち
る
よ
う
で
す
。

○
農
産
物
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
加
工
品

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
。

加
藤

：

製
麺
業
の
許
可
を
持
っ
て
い
て
、

ソ
バ
を
製
粉
し
、
ソ
バ
粉
や
生
そ
ば
の
全

国
発
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
農
産
加

工
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
加

工
品
に
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
加

工
品
を
つ
く
る
に
は
建
物
の
改
修
が
必
要

に
な
る
そ
う
で
、
今
は
取
り
組
め
て
い
ま

せ
ん
。

○
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
道
の
駅
」
と

い
う
と
、
ど
ん
な
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま

す
か
。

風間いく子さん

加藤真理子さん
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　会
津
坂
下
町
総
合
防
災
訓
練
が
８

月
31
日
、
坂
下
南
小
学
校
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
訓
練
は
旧

町
内
か
ら
、
町
民
や
消
防
・
行
政
・

各
種
関
係
機
関
が
参
加
す
る
４
年
に

一
度
の
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
。

　災
害
が
発
生
す
る
と
、
町
職
員
は
、

緊
急
連
絡
網
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
災

害
対
策
本
部
の
設
置
と
関
係
機
関
に

災
害
応
急
対
策
の
協
力
を
要
請
し
、

そ
の
後
、
情
報
収
集
や
被
害
状
況
の

確
認
に
向
か
い
ま
す
。

　災
害
対
策
本
部
は
情
報
収
集
の
結

果
、
会
津
坂
下
町
内
の
各
所
に
お
け

る
被
害
を
確
認
し
、
避
難
指
示
命
令
、

広
報
車
に
よ
り
避
難
誘
導
を
行
い
、

児
童
・
園
児
避
難
訓
練 (

１)

、
指
定

避
難
所
運
営
訓
練 (

２)

、
放
置
車
両

排
除
訓
練
（
３
・
４
）
倒
壊
建
物
救

出
訓
練
（
５
）、応
急
手
当
訓
練
（
６
）

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
時
、
ま

ず
は
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
食
糧
や
衣
類
等
の
備
え
が
必
要

で
す
。
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
食

糧
な
ど
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
特
に
食
糧
は
、
３
日

分
は
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

停
電
に
備
え
て
の
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。

　災
害
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
皆
さ

ん
の
地
域
の
救
護
活
動
が
す
ぐ
に
行

わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
消
火
・

救
出
・
救
護
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

み
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

【
訓
練
想
定
】

　会
津
坂
下
町
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
地
震
の

規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6.9
・
震
度
６
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
、
会
津
坂
下
町
全

域
に
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
特
に
旧
町
内
に
お
い
て

火
災
の
発
生
と
家
屋
の
倒
壊

が
著
し
く
、
多
数
の
負
傷
者

が
発
生
し
、
道
路
の
寸
断
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
も
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。
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町内の保育所・幼稚園・小学校・

中学校から、子どもたちの学校

での様子をお伝えします！

石川君・山内君・久和君

ふもとの町内をのぞむ束松を撮影

　僕たち坂下中学校２年生３人は、９月の10日～12日の３日間、役場で広報の職場体験を行ってきました。１

日目は中央公民館で職場体験をしている同級生の取材や五浪美術記念館で作業をしてきました。中央公民館で

は作業をしている笹川君に職場体験の感想を聞いたところ「本の整理は結構大変

だった。」と話をしていました。次に、五浪美術記念館に行きました。役場の荒井茜

さんが、小林五浪さんや齋藤清さんの絵画等の説明をしてくださったり、作品の

ネームを壁に貼るためにピンを刺したり抜いたりする作業をしました。作業中に指

にピンが刺さりとても痛かったですが綺麗に貼ることができました！

　2日目は束松峠の取材・散策に行き、役場の山内徹

さんに束松峠のガイドをしてもらい、いくつかの質

問をしました。「束松峠はいつから使用されるように

なったのですか」と尋ねたら、「１６１１年に会津に

大地震が起き、土砂崩れでそれまでの街道が使えな

くなったせいで束松峠が使われるようになったので

す。」と説明してくれました。次に、「束松洞門はどう

やって作られたのですか？」と尋ねたら、「馬車が使えるように通り沿いに住

む人々が総出で何年もかけて作られたのです。」と説明してくれました。次に

「束松峠はどんな人が利用したのですか」と尋ねたら、「主に、参勤交代や運送

業に使用されていました。」と説明してくれました。次に、最後の目的地であ

る峠の茶屋について質問をしました。「峠の茶屋は当時どんなところだったの

ですか？」と尋ねたら、「宿屋や休憩所などに使用されていた所で、しょっぱ

いあんこ餅（砂糖は当時貴重品だったため）や小鳥の焼き鳥が振舞われていました。」と説明してもらいとて

も驚きました！

　束松峠を散策してみて、野生のカモシカやクワガタムシに会えて感動しました。峠の茶屋跡から見下ろした

会津坂下町や磐梯山の頂上や会津若松の背炙山や小田山がとても綺麗に見えました。３日目の記事作成は文章

作成、写真貼り付け等とても大変でしたが面白かったです。3日間ほんとうにありがとうございました！

坂下中学校職場体験

初めての紙面づくり
僕たちがこのページを作りました

坂下中学校職場体験

初めての紙面づくり
僕たちがこのページを作りました
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　会
津
坂
下
町
総
合
防
災
訓
練
が
８

月
31
日
、
坂
下
南
小
学
校
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
訓
練
は
旧

町
内
か
ら
、
町
民
や
消
防
・
行
政
・

各
種
関
係
機
関
が
参
加
す
る
４
年
に

一
度
の
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
。

　災
害
が
発
生
す
る
と
、
町
職
員
は
、

緊
急
連
絡
網
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
災

害
対
策
本
部
の
設
置
と
関
係
機
関
に

災
害
応
急
対
策
の
協
力
を
要
請
し
、

そ
の
後
、
情
報
収
集
や
被
害
状
況
の

確
認
に
向
か
い
ま
す
。

　災
害
対
策
本
部
は
情
報
収
集
の
結

果
、
会
津
坂
下
町
内
の
各
所
に
お
け

る
被
害
を
確
認
し
、
避
難
指
示
命
令
、

広
報
車
に
よ
り
避
難
誘
導
を
行
い
、

児
童
・
園
児
避
難
訓
練 (

１)

、
指
定

避
難
所
運
営
訓
練 (

２)

、
放
置
車
両

排
除
訓
練
（
３
・
４
）
倒
壊
建
物
救

出
訓
練
（
５
）、応
急
手
当
訓
練
（
６
）

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
時
、
ま

ず
は
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
食
糧
や
衣
類
等
の
備
え
が
必
要

で
す
。
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
食

糧
な
ど
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
特
に
食
糧
は
、
３
日

分
は
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

停
電
に
備
え
て
の
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。

　災
害
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
皆
さ

ん
の
地
域
の
救
護
活
動
が
す
ぐ
に
行

わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
消
火
・

救
出
・
救
護
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

み
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

【
訓
練
想
定
】

　会
津
坂
下
町
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
地
震
の

規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6.9
・
震
度
６
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
、
会
津
坂
下
町
全

域
に
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
特
に
旧
町
内
に
お
い
て

火
災
の
発
生
と
家
屋
の
倒
壊

が
著
し
く
、
多
数
の
負
傷
者

が
発
生
し
、
道
路
の
寸
断
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
も
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。

１

３ ２

６ ５

４



大腸がん検診を希望する方へ

検査容器をお持ちでない方は、事前に健康管理センターでお渡しいたします。

まだ、特定健診やがん検診を受けていない方のために、今年度最後の総合健診を実施します。

あなたの健康のために、忘れずに受診しましょう。

なお、受診者数を把握したいので、事前に健康管理センターに予約をお願いします。

1．日 時 １１月１７日（日） （受付時間 午前８時～１０時）

2．場 所 会津坂下町健康管理センター

3．総合検診の内容

健(検)診項目 対 象 者 料 金

特定健康診査 40 歳～74 歳 (国民健康保険被保険者) 無料

健康診査 75 歳以上 (後期高齢者医療保険被保険者) 無料

結核・肺がん検診

(胸部レントゲン撮影)
40 歳以上の方(結核検診は 65 歳以上) 200 円

胃がん検診

(胃透視(バリウム検査))
40 歳以上の方 800 円

大腸がん検診

(便潜血反応検査)

40 歳以上の方 200 円

無料クーポン対象者(今年度中に 41・46.・51・56・

61 歳になられる方)
無料

Ｃ型肝炎検査 ・今年度の誕生日で 40 歳になる方 400 円

前立腺がん検診

(血液検査)

50 歳以上～74 歳までの男性で今年度中に偶数年齢

になられる方
400 円

4．持参品等

○総合健（検）診受診録

○自己負担金

○特定健診を受ける方は、特定健康診査受診券・保険証

▼注意点▼

社会保険被保険者・被扶養者の方で特定健診を受診する方は、事前に加入している医療保

険者に町の総合健診（財団法人 福島県保健衛生協会が実施）を受診できるか等を確認し、

受診するようお願いいたします。

問い合わせ先 健康管理センタ― TEL 83-1000

11月に総合(検)健診を実施します

12

特定健診・がん検診は受けましたか？



「二の腕の って、

結核の予防だったんだ。」

福島県では結核予防週間に併せて、結核への関心が高まる

よう、普及啓発事業を行っております。

福島県内では、平成 24 年に 194 名（概数）の方が新たに結核を発症しています。

そのうち、約７割が６５歳以上の方です。（平成 24 年：133 名（68.6％）（概数））

結核は、人から人にうつる感染症で、自分が結核だと気づかずに周りの人々にうつしてし

まうことがあります。

結核は早期発見・早期治療により治すことができますので、結核に関心を持ち、正しい知

識を身につけましょう。

□結核はどんな病気？

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。

結核を発病し重症化している人の咳やくしゃみのしぶきには、結核菌が含まれています。

このしぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが空気中にただよって飛び、それを周りの人が直

接吸い込むことによってうつります。

「結核かな？」と思ったら、医療機関を受診しましょう。また、人にうつさないために、

せきが出る時は マスクをつけましょう。
結核は、６か月間毎日きちんと薬を飲めば治ります。しかし、治療の途中で服薬をやめてし
まえば治りません。それどころか菌は抵抗力をつけ、薬が全く効かない多剤耐性菌になるこ
ともあります。

□こんな時はすぐに病院へ！ 重症になる前に 早期に受診 しましょう。

長引く咳(２週間以上) タンが出る 長引く（体の）だるさ

長引く微熱 胸の痛み 急に体重が減る

□発見されにくい高齢者の結核
６５歳以上の方は、年に１回胸部レントゲン検査を受けましょう。
また、健診等で胸部レントゲン検査の精密検査が必要となった場合は、自覚症状がなく

ても必ず受診しましょう。

咳・タンなど目立った症状があらわれにくいのが、高齢者の結核の特徴です。

食欲がない・元気がない・体重減少・微熱などの症状しか出ない場合があります。

日頃から健康状態に注意しましょう。

□生後１年までにＢＣＧ接種を受けましょう！

ＢＣＧは、結核に対する免疫をつけて、乳児の重症化を防ぐ予防接種です。

生後５～８か月に、必ずＢＣＧ接種を受けましょう。

問い合わせ先 会津保健福祉事務所（保健所） 医療薬事課 TEL ２９－５５１２

健康管理センター TEL ８３－１０００

それ

13

結核について
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農業所得・事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度に

ついて、平成 26 年 1 月から対象となる方が拡大されます。

※ 現行の帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の

農業所得・事業所得等の金額の合計額が 300 万円を超える方です。

平成 26 年 1 月からの記帳・帳簿等保存制度

◆対象となる方

農業所得、事業所得、不動産所得又は山林所得を生

ずべき業務を行う全ての方です。
※ 所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◆記帳する内容

売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。

記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載する

など、簡易な方法で記載してもよいことになっています。

◆帳簿等の保存

収入金額や必要経費を記載した帳簿のほかに、取引に伴って作成した帳簿や受け取った

請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

【帳簿書類の保存期間】

問い合わせ先 税務管理班（1階右側⑥番窓口） TEL 84－1502

保存が必要なもの 保存期間

帳

簿

収入金額や必要経費を記載した帳簿 （法定帳簿） 7 年

業務に関して作成した上記以外の帳簿 （任意帳簿） 5 年

書

類

決算に関して作成した棚卸票その他の書類
5 年

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品物、送り状、領収書などの書類

白色申告決算説明会のご案内
町では新たに記帳を行う方や記帳の仕方が分からない方のために記帳・帳簿の保存制度

の概要や記帳の仕方等を説明する「決算説明会」を実施します。

◆説明会実施日

１２月１０日（火） 午後 1時３０分 ～午後３時

◆会場

中央公民館２階「大研修室」

税務管理班からのお知らせ
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町史編さんだより

 
会
津
盆
地
の
縄
文
時
代
　
そ
の
三

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
―
　

　
　
　
　
　
坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら

　
　
縄
文
時
代
の
住
居

　
発
見
さ
れ
た
遺
跡
や
保
存
さ
れ
て
い
る
文

化
財
は
、
様
々
な
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
、「
鍋
料
理
」
は
縄
文
人
が
炉
を
囲

ん
で
、
炉
の
火
に
か
け
ら
れ
た
土
器
か
ら
直

接
、
食
物
を
取
っ
た
で
あ
ろ
う
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
や
掘
立

柱
住
居
の
建
て
方
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。
炉

を
中
央
に
お
く
こ
と
で
、
煮
炊
き
の
他
、
照

明
や
暖
房
の
機
能
も
果
た
し
ま
す
。
木
の
実

や
山
菜
等
と
、
狩
で
獲
っ
て
き
た
動
物
や
魚

を
調
理
し
て
土
器
に
入
れ
る
。
そ
し
て
、
土

器
を
炉
で
煮
る
。
ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で

そ
れ
を
見
守
る
家
族
‐
こ
の
至
福
の
一
時
が

一
万
年
を
通
し
て
我
々
日
本
人
に
刷
り
込
ま

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
住
居
構
造
と
似
て
い
る
の
が
、
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
五
十
嵐
家
住
宅
」
で
す
。
こ
の
住
宅
は

炉
と
「
カ
マ
ド
」
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
縄
文

時
代
の
竪
穴
住
居
や
掘
立
柱
住
居
の
建
て
方

が
日
本
人
の
生
活
の
原
型
に
な
っ
て
い
る
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
か
や
ぶ
き
屋
根
で
囲
炉
裏
場
を
中
心

と
す
る
構
造
の
農
家
は
、
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
る
一
九
六
〇
年
代
で
も
普
通
に
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
か
や
ぶ
き
屋
根
に

ト
タ
ン
を
葺
い
た
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

屋
根
の
垂
木
等
は
全
て
縄
で
固
定
さ
れ
て
お

り
、
地
震
に
強
い
柔
構
造
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。
釘
な
ど
使
わ
な
い
の
で
錆
び
た
り
せ

ず
、
長
持
ち
し
た
の
で
し
ょ
う
。
柱
等
が
丈

夫
な
家
は
、
囲
炉
裏
や
「
カ
マ
ド
」
を
含
め

内
部
を
近
代
的
に
改
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
食
堂
と
台
所
が
く
っ
つ
い
た
Ｄ
Ｋ
（
ダ
イ

ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
）
は
現
代
の
囲
炉
裏
場

と
見
な
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
縄
の
発
明

　
と
こ
ろ
で
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
の
木

組
み
を
固
定
す
る
部
材
に
、
最
初
は
植
物
の

「
ツ
ル
」
等
を
使
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

縄
を
発
明
す
る
ま
で
縄
文
人
は
試
行
錯
誤
の

繰
り
返
し
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
縄
は
植

物
の
繊
維
を
よ
り
合
せ
た
も
の
で
す
。
よ
り

合
せ
る
こ
と
で
強
靭
な
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

縄
文
人
は
そ
の
縄
の
力
に
あ
や
か
り
、
縄
の

文
様
を
土
器
に
施
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
縄
を
な
う
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
、

上
手
く
な
え
る
ま
で
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
す
。

　
後
世
、
こ
の
縄
は
囲
炉
裏
で
鍋
を
吊
る
す

時
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

戦
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
田
畑
の
検
地
で
は
、

縄
が
測
量
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で

は
「
シ
メ
ナ
ワ
」
や
「
雪
つ
り
」
等
を
除
い
て
、

縄
の
需
要
は
と
て
も
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
縄
文
人
が
英
知
を
凝
ら
し
て
、

石
、
土
、
植
物
等
で
作
り
上
げ
た
道
具
の
中

で
、
少
な
か
ら
ぬ
生
活
必
需
品
は
材
質
を
変

え
改
良
さ
れ
て
、
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
食
事
内
容
も
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
縄
文
の
終
わ
り
頃

に
は
水
田
も
あ
り
ま
し
た
。　
　

　
他
国
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
科
学
技

術
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
形
態

は
変
わ
っ
て
も
、
一
万
年
以
上
続
い
た
縄
文

の
文
化
は
、
現
代
の
日
常
生
活
の
根
底
に
今

も
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

�

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　

�

☎
83
―

２
２
３
４
㈹
　

縄文時代の竪穴住居跡　

縄文時代の生活－郷土学習副読本より国指定重要文化財「旧五十嵐家住宅」（塔寺地区 )

土座

旧五十嵐家住宅平面図

炉
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食育だより

会津坂下町立学校給食センターでは、今年度から湯川村の学校給食を受託し、現在、調理

員 23 名で約 2,160 食の給食を調理し、町内の幼稚園・小中学校と湯川村の小中学校に提

供しています。地場産物や旬の食材を使用し、手作りの料理を多く取り入れた給食を活用し

ながら食育を行い、食育の目標である｢食べる力｣「感謝の心」「郷土愛」を育んでいるところ

です。今回は、「郷土愛」の一つ、「食文化」を伝える給食の取組を紹介します。

端午の節句には、子どもた

ちが強くたくましく成長す

ることを願い、筍やかつおを
使った料理と柏餅でお祝いし

ます。

献立・・筍ごはん、かつお

のみそがらめ、くきたちの風
味和え、にら玉汁、柏餅、牛乳。

大晦日や節分の行事食に

は、ざくざくが登場します。「新

しい年に幸せがざくざく舞い

込むように」と願いを込めて

食べることやこづゆとの違い

を伝えたりしています。

献立・・セルフおにぎり、

鮭の塩焼き、ほうれんそうの

おひたし、ざくざく、牛乳。

冬至には、町内産のあずき

やかぼちゃを使って、冬至か
ぼちゃを作ります。「冬至か

ぼちゃを初めて口にする」と

いう子どももいます。

献立・・きのこうどん、冬

至かぼちゃ、白菜の塩昆布づ
け、りんご、牛乳。

貝柱をほぐしたり、きくらげをちぎったりと丁寧に
こづゆ作りに取組む調理員。 卒園・卒業は、赤飯とこづゆでお祝い

します。赤飯は、食べ慣れない子ども

もいますが、「おめでたいときには、赤

飯でお祝いする食文化」を子どもたち

へ伝えていきたいという思いで、給食

に取り入れています。赤飯とこづゆは、

秋祭り行事食にも登場します。

このほかに、ひな祭りにはちらしずしを取り入れた

り、学校給食週間には会津の郷土料理「まんじゅうの

天ぷら」などを取り入れたりして、行事食や郷土料理

を子どもたちへ伝えています。ご家庭でも、年中行事

に合わせて行事食を取り入れ、全国に誇れる会津の食

文化を子どもたちへ伝えていきましょう。
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図書室だより

中央公民館

図書室だより Vol.40
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

秋の読書週間は 10月 27日～11月 9日です。

今年の標語は『本と旅する 本を旅する』

読書週間は、すべての世代の人たちに

本を親しむきっかけをつくっていただ

きたいという考えに基づいた運動です。

この機会に、読書の楽しみを感じてみ

てはいかがですか。

小説 隈取絵師

平茂寛 著

朝日新聞出版

町絵師の恵斎は、松平定信の庇護により、お抱え絵師

となる。しかしある日、定信に納めた絵が盗まれてし

まう。第 3回朝日時代小説大賞受賞作。

歴史
オリバー・ストーンが語るもうひとつの

アメリカ史；1

オリバー･ストーン、

ピーター・カズニック 著

早川書房

最新資料の裏づけをもって明かすさまざまな事実に

よって、全米を論争の渦に巻き込んだ歴史大作全 3

巻の初巻です。

○あづま号図書貸出開始予定のお知らせ○

県立図書館の移動図書館「あづま号」が 10 月 8 日に来館し、

図書を約 500 冊借受けしました。新しく入れかえた図書の

貸出開始は 10 月 15 日の予定です。

他にも、

●絵本『風立ちぬ』（徳間アニメ絵本）

宮崎駿 原作・脚本・監督

徳間書店

●児童『やまのおばけずかん』

斉藤洋 作、宮本えつよし 絵

講談社

●YA『正しいパンツのたたみ方』

南野忠晴 著

岩波書店

●一般『不格好経営：チーム DeNA の挑戦』

南場智子 著

日本経済新聞出版社

●一般『オレたちバブル入行組』（文春文庫）

池井戸潤 著

文藝春秋

など、たくさん新着本あります。

ぜひ、図書室に足をお運びください。
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TOWN TOPICS

　本年も「健康と産業と文化の

祭典」を盛大に開催します。

様々な団体によるイベントや町

民の方の図画等の作品を展示し

ますので、皆さんぜひご来場く

ださい。

※詳しくは役場前案内板やチラ

シでお知らせします。

▼日　程（メイン）

　11月３日（日）

　文化の日

▼場　所

　会津坂下町健康管理センター

　中央公民館、町民体育館周辺

▼問い合わせ先

　会津坂下町役場

　　産業部 農林振興班

　　　TEL 84-1505

　　生活部 健康増進班

　　　TEL 83-1000

　　教育部 生涯学習班

　　　TEL 83-3010

　 平成21年より教育委員とし

て、平成24年10月からは教育委

員長としてご尽力いただきまし

た、髙久栄一郎さん（橋本）の

任期が満了となりましたが、９

月定例議会で議会の同意を得て

再任されました。

　10月１日、辞令交付式が町長

室で行われ、齋藤町長から辞令

が交付されました。

髙久さんは「これまでの経験を

生かし、町教育行政の発展、そ

して子供たちの将来のため、精

一杯努めてまいります」と抱負

を語りました。

　９月21日、福島市、県営あづ

ま球場において、｢会津坂下町｣

VS「矢吹町」の試合が開催さ

れました。

　会津坂下町は初回1点を先制

しますが、３回に追いつかれ、

その後は、息詰まる投手戦とな

りました。矢吹町に最終回、不

運なケガで失策し、１点を追加

され２－１で敗れました。

町教育委員に
髙久栄一郎さんを再任

第7回市町村対抗福島県
軟式野球大会

健康と産業と文化の祭典
開催します

　このたび、議会の同意をいただき、９月１

日付けをもちまして会津坂下町副町長に就任

いたしました日下亮（まこと）と申します。

どうぞよろしくお願いします。

　会津坂下町では、齋藤町長の下、財政の健

全化を大前提としながら、「第５次会津坂下

町振興計画」の推進と実現を町長の行政運営

姿勢である「継承・創造・進化」の三本の柱

を基軸としながら、住民の目線に立った行政

運営を副町長としてどうあるべきかを充分認

識の上、今までの行政経験を最大限活かし、

町長の補佐役として、また職員の監督者とし

ての使命感に徹し、その職務に専心する決意

であります。

　少子・高齢化による人口減少、拡大・成長

から成熟・低成長の時代に変わり、本町のよ

うな小規模自治体を取り巻く環境は厳しさを

増してきており、地方分権の流れの中、本町

においてもより自立した地方行政の運営が求

められております。また、町民の方々に行政

（役場）への関心を深めていただくことも最

も重要なものとなっていくものと考えており

ます。このような大変重要な時期に、副町長

としてまちづくりのお手伝いをさせていただ

くということは、私にとって本当に身に余る

光栄でありますと同時に、職務の重さ以上の

責務の重大さに身の引き締まる思いをいたし

ております。

　もとより微力ではございますが、副町長と

して齋藤町長を補佐し、議会や関係団体等の

皆様と連携を図りながら、町民の皆様に「会

津坂下町に住み続けたい、住んで良かった」

と思っていただけるよう、誠心誠意努めてま

いる所存であります。

　つきましては、町民皆様のご指導とご協力

を賜りますようお願い申し上げまして、就任

のご挨拶とさせていただきます。

副町長就任あいさつ
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TOWN TOPICS

　坂下南、坂下東の小学６年生は、８月23日・24日の両日、

天栄村のブリティッシュヒルズで異文化体験・語学研修に取

り組みました。

　７地区のコミュニティセンターが主催し来年、中学校に入

学する６年生に、世界に目を向け英語学習の意欲を高めても

らおうと企画しました。坂下南・坂下東の両小学校から11人

が参加しました。

　研修はすべて英語で行われ、世界各国の国旗や文化、文字

などを、ゲームを交えながら学びました。初めて触れる本格

的な英語に戸惑い気味だった参加者は、次第に慣れて、表情

が豊かになり、二日間の研修を有意義にこなしました。

坂下南小、坂下東小の６年生が楽しく英語を学ぶ！

　９月号「広報あいづばんげ」の17ページに掲載しました

「ばんげ保育所入所児募集」の「０歳児」は「平成25年４

月２日～平成25年10月１日生まれ」の誤りです。ここに、

お詫びして訂正いたします。　

▼問い合わせ先　

　ばんげ保育所　TEL 83-3202

お詫びと訂正

イベントでのごみ分別
（エコステーション）を実施中

　町では、地域での祭りや町でのイベントの際

に、ごみ分別への意識を高めていただくために、

ごみ分別を行うエコステーションを設置しており

ます。

　お祭りやイベントを行う際に、貸し出しもしま

すので、お気軽に戸籍環境班までご連絡ください。

▼問い合わせ先

　戸籍環境班（⑨番窓口）TEL 84-1500

星　　貴　様

エージシュート達成記念

コンペ寄付金

「現金20万円」

スポーツ振興のため

ご寄付に感謝します
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健　

康

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日

○
10
月
17
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時 

　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
ば
ん
げ
　

　
午
後
２
時
～
午
後
５
時
　

　
ブ
イ
チ
ェ
ー
ン
坂
下
店

○
11
月
７
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　
入
谷
建
設
株
式
会
社

※
11
月
７
日
は
記
念
品
の
贈
呈
と
日

　
赤
奉
仕
団
に
よ
る
と
ん
汁
の
提
供

　
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
・
女
性
40
㎏
以

　
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
健
康
増
進
班
　
☎
83
―

１
０
０
０

暮
ら
し

職
場
の
労
使
困
り
ご
と

無
料
相
談
会

　
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、

退
職
等
に
関
す
る
労
使
間
の
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
休
日
相
談
会
及
び
休

日
電
話
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
の
相
談
時
間
は
土
日

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
メ
ー
ル
は
随
時
、

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

▼
休
日
出
張
相
談
会
日
時

　
10
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

　
後
３
時

　
事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

　
す
。（
予
約
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
休
日
出
張
相
談
会
会
場

　
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
休
日
電
話
相
談
会
日
時

　
10
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

７
５
９
４

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
福

　
島
県
自
治
会
館
４
階
）

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

７
５
９
４

　roudousoudan@
pref.fukushim

a.lg.jp

税
理
士
会
か
ら
税
の
無
料
相
談

の
開
催
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
会
津

若
松
税
理
士
会
で
は
、
そ
の
週
間
に

合
わ
せ
て
「
税
の
無
料
相
談
」
を
左

記
の
通
り
実
施
し
て
い
ま
す
。（
予

約
は
不
要
で
す
）

　
税
に
関
し
て
の
ご
質
問
・
ご
相
談

は
、
是
非
!!
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
15
日
（
金
）
午
後
１

　
時
～
４
時

▼
場
所
　
会
津
ア
ピ
オ
　
ア
ピ
オ
ス

　
ペ
ー
ス
２
Ｆ

▼
相
談
員
　
東
北
税
理
士
会
　
会
津

　
若
松
支
部
税
理
士

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
税
理
士
会
会
津
若
松
支
部

　
支
部
長
　
高
久
　
俊
雄

　
☎
22
―

５
２
８
７

行
政
相
談
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
10
月
21
日
（
月
）
～
27
日
（
日
）

の
１
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
・

県
・
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕

事
に
関
し
て
、
処
理
や
説
明
に
納
得

で
き
な
い
、
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ

な
い
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
、
な
ど
の
苦
情
・
ご
意
見
・

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
津
坂
下
町
の
行
政
相
談
委
員

　
鶴
見
常
夫
（
新
町
）

　
会
津
坂
下
町
字
市
中
新
町
甲
３
８

　
１
６
　

　
☎
83
―

２
４
５
６

　
渡
部
ひ
ろ
み
（
諏
訪
町
）

　
会
津
坂
下
町
字
市
中
四
番
甲
３
７

　
８
０
の
２

　
☎
83
―

２
９
９
６

　
戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
０

平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
火
）

〈
午
前
の
部
〉

　
受
　
付
　
午
前
9
時
30
分
～

　
説
明
会
　
午
前
10
時
～
11
時
45
分

〈
午
後
の
部
〉

　
受
　
付
　
午
後
1
時
～

　
説
明
会
　
午
後
1
時
30
分
～

�

３
時
15
分

▼
場
所

　
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
町
内
の
法
人
、
個
人
事
業
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
税
務
署
　
法
人
課
税
第

　
一
部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　
☎
27
―

４
３
１
１

五浪美術記念館より

※ は休館日です。

9 月 14 日（土）～11 月 4 日（月）

「町内絵画グループの共演」

※入館料無料です。

11 月 16 日（土）から

「バンビィ美術展」

10 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

11 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
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催
し
・
講
座

男
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　
食
べ
た
い
も
の
を
美
味
し
く
作
る

こ
と
は
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
料
理

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
会
津
坂
下
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
メ
ロ
ン
の
会
）
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
調
理
実
習
・
懇
談
会

▼
人
数
　
一
般
町
民
男
性
15
名
程
度

▼
料
金
　
実
習
費
と
し
て
５
０
０
円

（
用
紙
代
、
材
料
費
等
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
11
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
健
康
管

　
理
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
！

　
☎
83
―

１
０
０
０

只
見
川
災
害
復
旧
工
事
現
場

見
学
会

　
平
成
23
年
新
潟
福
島
豪
雨
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
只
見
川
の
災
害
復

旧
工
事
を
福
島
県
か
ら
の
受
託
に
よ

り
阿
賀
川
河
川
事
務
所
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
普
段
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

工
事
現
場
の
見
学
会
と
な
り
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

　
～
11
時
45
分

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
２
時
30
分

▼
場
所

　
金
山
町
周
辺
の
災
害
復
旧
工
事
現

　
場

　
奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り
会
場

（
金
山
町
町
民
体
育
館
、
Ｊ
Ｒ
会
津

中
川
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）
よ
り
バ

ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
定
員
　
午
前
20
名
、
午
後
20
名

（
申
し
込
み
先
着
順
）

▼
締
切
　
10
月
24
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
賀
川
河
川
事
務
所
工
務
課

　
☎
26
―

６
４
４
１

束
松
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

２
０
１
３

時
代
が
刻
ん
だ
足
跡
を
た
ど
る
!!

　
文
化
庁
が
選
定
す
る
歴
史
の
道

「
束
松
峠
」
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
秋
月
悌
次
郎
、
イ

ザ
ベ
ラ
･
バ
ー
ド
も
歩
い
た
、
い
に

し
え
の
越
後
街
道
を
歩
く
「
束
松
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
２
０
１
３
」
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▼
開
催
日
　
10
月
26
日
（
土
）
雨
天

　
決
行

▼
参
加
費
　
大
人
５
０
０
円
・
小
人

　
３
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）

※
記
念
バ
ッ
チ
（
峠
の
花
シ
リ
ー
ズ
）

　
進
呈
、
三
本
松
に
て
峠
の
茶
屋
名

　
物
「
あ
ん
こ
餅
」、
終
了
後
は
豚

　
汁
を
振
舞
い
ま
す
。

▼
受
付
　
高
寺
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
８
時
よ
り

▼
開
会
式
　
高
寺
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
８
時
30
分

▼
コ
ー
ス

　
高
寺
コ
ミ
セ
ン
→
三
本
松
→
旧
道

　
→
一
里
塚
→
束
松
洞
門
→
峠
の
茶

　
屋
→
新
道
→
三
本
松
→
天
屋
の
阿

　
弥
陀
様
（
希
望
者
）
→
高
寺
コ
ミ

　
セ
ン
　
片
門
薬
師
堂
（
希
望
者
）

▼
申
込
　
高
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー
　
☎
85
―

２
０
０
１

　
中
央
公
民
館
　
☎
83
―

３
０
１
０

　
お
よ
び
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
ン
タ
ー
ま
で

▼
締
切
　
10
月
24
日
（
木
）
午
後
５

　
時

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
寺
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
☎
85
―

２
０
０
１

も
の
が
た
り
創
造
事
業

ば
ん
げ
映
画
祭

　
日
本
の
代
表
的
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
古

川
ロ
ッ
パ
を
ご
存
知
で
す
か
？

▼
内
容

○
午
後
１
時
～
午
後
２
時

　
映
画
の
楽
し
み
方
ア
ラ
カ
ル
ト
ミ

　
ニ
ト
ー
ク

　
映
像
で
表
現
す
る
地
域
や
商
店
の

　
手
作
り
Ｃ
Ｍ
に
取
り
組
む
事
例

○
午
後
２
時
～
午
後
３
時
12
分

　
敵
は
幾
万
あ
り
と
て
も
映
画
上
映

　（
72
分
）

○
午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時
51
分

　
天
地
明
察
映
画
上
映
（
１
４
１
分
）

▼
開
催
日
時 

11
月
2
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
６
時

▼
会
場
　
パ
ス
ト
ラ
ル
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

▼
入
場
料
　
５
０
０
円

▼
主
催
・
共
催
団
体

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
委

員
会
（
東
北
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
福
島

カ
レ
ッ
ジ
会
津
坂
下
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
地
域

づ
く
り
応
援
事
業

第
26
回
『
少
年
の
主
張
大
会
』

の
開
催

　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

将
来
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
の
代

表
が
、
日
頃
考
え
感
じ
て
い
る
こ
と

を
広
く
町
民
に
発
表
し
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
か
ら
）

▼
場
所
　
坂
下
中
学
校
体
育
館

▼
発
表
者
　
坂
下
中
学
校
、
坂
下
高

　
校
、
会
津
農
林
高
校
の
代
表
12
名

▼
主
催
　
会
津
坂
下
町
青
少
年
育
成

　
町
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
部
生
涯
学
習
班

　
☎
83
―

３
０
１
０

全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
島
大
会

　
地
域
に
と
っ
て
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
意
味
や
取
り
組
む
理
由
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

▼
日
程

　
11
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
～

　
第
６
分
科
会
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

▼
会
場
　
会
津
坂
下
町
農
村
環
境
改

　
善
セ
ン
タ
ー

▼
主
催
　
会
津
坂
下
町
グ
リ
ー
ン
・

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
局
　

　
☎
83
―

５
７
１
１

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

　
温
泉
保
養
施
設
糸
桜
里
の
湯
ば
ん

げ
は
定
期
配
管
清
掃
を
行
う
た
め
、

左
記
の
通
り
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　
11
月
18
日
（
月
）
休
館
日

　
11
月
19
日
（
火
）
配
管
清
掃
実
施

　
の
た
め
臨
時
休
館

※
11
月
20
日
（
水
）
か
ら
通
常
通
り

　
営
業
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

（
株
）
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４
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会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成25年8月末現在)

区　分 管  内 会津坂下町 区　分 管  内 会津坂下町

強 盗 1 1 自 販 機 ね ら い 2

空 き 巣 ね ら い 2 車 上 ね ら い

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い 1

出 店 荒 し 1 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 1 1 街 頭 犯 罪 合 計 24 17

オ ー ト バ イ 盗 2 2 その他刑法犯等 56 38

自 転 車 盗 14 13 全 刑 法 犯 80 65

注　

意

『
特
別
警
報
』
の
発
表
を

開
始
し
ま
す

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
25
年
８
月
30

日
か
ら
、
新
し
く
「
特
別
警
報
」
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
特
別
警
報

と
は
、「
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福

島
豪
雨
」
の
よ
う
な
数
十
年
に
一
度

あ
る
か
ど
う
か
の
豪
雨
や
津
波
な
ど

が
予
測
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険

性
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
に
、

気
象
庁
が
最
大
限
の
危
機
感
・
切
迫

感
を
伝
え
る
た
め
発
表
す
る
も
の
で

す
。
特
別
警
報
の
発
表
を
知
っ
た
ら
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る

ま
で
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
警
報
が
発
表
さ
れ
た

段
階
で
こ
れ
ま
で
通
り
十
分
な
警
戒

が
必
要
で
す
。

　
特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
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t
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k
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u
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k
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o
/
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d
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　
気
象
庁
　
福
島
地
方
気
象
台
　
防

　
災
業
務
課
　

　
☎
０
２
４
―

５
３
４
―

０
３
２
１

猫
の
管
理
に
つ
い
て

ま
り
糞
尿
や
鳴
き
声
等
が
ひ
ど
い
。」

と
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
猫
に
対
し
て
以
下
の
取
り
扱
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
野
良
猫
に
餌
を
や
ら
な
い
。

　
飼
い
猫
以
外
の
猫
に
餌
を
与
え
続

け
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
に
住
み
着

い
て
繁
殖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
猫
の
糞
尿
や
鳴
き
声
な
ど

に
よ
り
周
辺
の
方
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
と
な
り
ま
す
。

　
飼
い
猫
以
外
の
猫
に
餌
を
や
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
猫
を
捨
て
な
い
。

　
子
猫
に
つ
い
て
も
責
任
を
持
っ
て

飼
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
病
院

等
で
避
妊
手
術
を
受
け
る
こ
と
も
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
決
し
て
猫
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
場
合
は
、

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
飼
っ
て
い
る
猫
に
は
首
輪
を
す
る

な
ど
、
所
有
者
が
分
か
る
よ
う
に
す

る
。

　
所
有
者
が
不
明
な
場
合
で
、
い
た

ず
ら
が
ひ
ど
い
猫
な
ど
の
場
合
は
、

自
治
会
か
ら
保
健
所
に
引
き
取
り
申

請
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
飼
い
猫
に
つ
い
て
は
、
名
前
を
書

い
た
首
輪
を
す
る
な
ど
所
有
者
が
わ

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
お
い
て
、「
猫
に
対
す
る

餌
や
り
に
よ
り
、
野
良
猫
が
多
数
集

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
保
健
所

　
衛
生
推
進
課
　
☎
29
―

５
５
１
６

　
会
津
坂
下
町
　
戸
籍
環
境
班

　
⑨
番
窓
口
　
☎
84
―

１
５
０
０

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排
除
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で
あ
る

軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど

し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る

「
不
正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税

行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ
ン
ジ

ン
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市
場
競
争

の
阻
害
、
更
に
は
暴
力
団
等
の
資
金

源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
不
正
軽
油
は
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
。」

　
不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提
供

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄

り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　
☎
０
２
４
５
―
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Fax
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２
４
５
―
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０
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坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
会
津
坂
下
町
で
は
８
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
７
件
あ
り
ま
し
た
。

　「
割
れ
窓
理
論
」
と
は
、
ア
メ
リ

カ
犯
罪
学
者
が
考
案
し
た
「
建
物
の

壊
れ
た
窓
を
放
置
し
て
お
く
と
、
他

の
窓
も
全
て
壊
さ
れ
る
。」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
軽
微
な
犯
罪
を
放
置

す
る
と
や
が
て
は
凶
悪
な
犯
罪
が
発

生
し
て
し
ま
う
と
い
う
理
論
で
す
。

★
「
割
れ
窓
理
論
」
で
は
、
治
安
が

悪
化
す
る
ま
で
に
は
次
の
よ
う
な
経

過
を
た
ど
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
建
物
の
窓
が
壊
れ
て
い
る
の
を
放

　
置
す
る
と
、
そ
れ
が
「
誰
も
地
域

　
に
対
し
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
。」

　
と
い
う
サ
イ
ン
に
な
り
、
犯
罪
を

　
起
こ
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
。

②
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
軽
犯
罪

　
が
日
常
的
に
起
き
る
よ
う
に
な
る
。

③
住
民
の
モ
ラ
ル
が
低
下
し
て
、
地

　
域
の
振
興
、
安
全
確
保
に
協
力
し

　
な
く
な
る
。

④
凶
悪
犯
罪
を
含
め
た
犯
罪
が
多
発

　
す
る
よ
う
に
な
る
。

★
私
達
の
住
む
町
や
村
が
、「
割
れ

窓
理
論
」
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
ら

な
い
た
め
に
す
べ
き
こ
と
、
出
来
る

こ
と
。

◎
警
察
と
共
に
地
域
全
体
が
、
軽
微

　
な
犯
罪
を
見
過
ご
さ
な
い
た
め
の

　
見
回
り
活
動
や
声
掛
け
活
動
な
ど

　
を
行
う
。

◎
犯
罪
の
起
き
や
す
そ
う
な
場
所
を

　
見
つ
け
出
し
、
そ
の
環
境
を
改
善

　
し
て
い
く
。

◎
犯
罪
者
に
「
こ
の
地
域
で
犯
罪
は

　
出
来
な
い
。」
と
思
わ
せ
る
よ
う

　
な
地
域
作
り
を
し
て
い
く
。

◎
各
家
庭
で
も
、
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と

　
分
別
し
て
捨
て
る
な
ど
の
ル
ー
ル

　
を
守
っ
て
い
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
29
―

５
２
６
１

　
　
29
―

５
２
３
９
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝申込期日　費＝参加費　対＝対象者　持＝持参物

すこやかキッズ

 10月10日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　℡ 83－1000

※申込みはいりません

対　 0 ～ 1  ・  1 ～  2 歳の子供と保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　健やかキッズ ミニ運動会！ 他

 10月17日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　 2 歳～幼稚園入園前の子供と保護者

持　オムツ・飲み物

内　健やかキッズ ミニ運動会！ 他

トトロの会

絵本の読み聞かせ

 10月12日(土)

午前10時～

場　金銀交流サロン

　　 2 階会議室

問　生江智枝

　　TEL 83-1279

絵本の読み聞かせを行います！

ばんげ保育所に

遊びにおいでよ

10月19日(土)

午前 9 時30分～　

　　　　11時30分

場　ばんげ保育所

問　℡ 83-3202

｢楽しく作ろう！　おいしく食べよう！｣

16日までに申し込みが必要になります。

おしぼり・エプロン・スプーンをご持参くだ

さい

第６回

会津山辺の道を

たずねて

10月26日(土)

午前 9 時出発 

場　町民体育館 前

問　文化振興班

　　TEL 83-2234㈹

期　10月23日（水）まで

費　1,500円（昼食、保険料込み）

注　参加費を添えて直接申込

司法書士・

土地家屋調査士に

よる相談会

11月 7 日(木)

午前 9 時30分～正午

問　老人福祉センター

　　TEL 83-2837

財産・土地家屋問題などでの困りごとの相談

に応じます。

地域学校公開

＆

講演会

 11月 8 日(金)
午前 9 時～

正午(学校公開)

場　坂下南・東幼稚園
　　坂下南・東小学校
　　坂下中学校

対　会津坂下町民

　　地域住民を対象に町内の幼稚園、学校を

　　公開します。

 講演会　

河村茂雄氏「子どもの発達を促す集団活動」

午後 3 時～

午後 4 時30分(講演会)
場　坂下中央公民館

ばんげ

いにしえ街道新

そば祭り

11月 9 日(土)

　　10日(日)

【午前の部】

　午前10時～正午

【午後の部】

　午後 1 時～午後 3 時

場　会津坂下町農村環

　　境改善センター

問　会津坂下町観光物

　　　産協会

　　TEL 83-2111

【前売り券】

　　大人：2,000円

　　小人：1,000円

【当日券】

　　大人：2,500円

　　小人：1,000円

　　（※数に限りがございます。）

立川ごんぼ

フェスティバル

11月 9 日(土)

10日(日)

午前10時～午後 3 時

場　立川集落センター

問　会津伝統野菜立川

ごんぼフェスティバル

　　実行委員会

　　TEL 82-2449

・野菜及び地場産品の販売

・ごぼう汁の無料配布

・立川ごんぼ堀り体験　　など

入園前のお子さん

幼稚園に遊びに

来てね!

11月13日(水)

午前 9 時30分～　　

　        11時30分

幼稚園の友だちと楽し

く遊びましょう。

場　坂下南幼稚園

　坂下東幼稚園では、

　それぞれの地区のお

　子さんを受け入れま

　す。

問　坂下南幼稚園

　　TEL 83-2410

　　坂下東幼稚園

　　TEL 83-8590

対　町内在住の未就園のお子さんです。

期　次回は1月の予定です。

≪注意事項≫

○ご家族の方の付き添いをお願いいたします。

○動きやすい服装でおいでください。

○食べ物や玩具は持ってこないでください。

○室内履(親子共)をご持参ください。　
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医療費の削減で家計も安心!!
保険料（保険税）は年間に必要とされる医療費をもとに決められます。そのため医療費の増加は、

直接みなさんが医療機関の窓口で支払う金額だけでなく、保険料（保険税）の増加にもつながってし

まいます。医療費の削減に努めましょう。

ジェネリック医薬品を活用してみましょう

○ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは

　ジェネリック医薬品は新薬（先発医薬品）の特許期間が過ぎたあと、

新薬と同じ有効成分で製造した薬の事です。新薬に比べて開発費を抑

えられるため、その分価格が抑えられています。

○ジェネリック医薬品の安全性

　ジェネリック医薬品は、新薬と同じ有効成分で製造されており、厚生労働

省により、新薬と同等の効果と安全性をもつと認められています。

○ジェネリック医薬品の価格

　ジェネリック医薬品の価格は、新薬の２～７割ほどのものが多くなっています。

○ジェネリック医薬品を希望するときは

　医療機関や、薬局の窓口で、ジェネリック医薬品を希望するとお伝えください。

　また国民健康保険の保険証の交付の際などにお渡ししている「ジェネリック医薬品希望カード」を、

病院を受診する際に保険証と一緒に窓口に出していただく事でも大丈夫です。

○ジェネリック医薬品の注意点

　主成分は新薬と同じですが、添加物などが新薬と異なるものもあります。その為、他の薬との飲み合

わせや、食べ合わせなどが変わる場合がありますので、必ず事前にお医者さんに相談をしましょう。

　また、全ての薬にジェネリック医薬品が該当するわけではないので注意してください。

医療費通知書を確認してみましょう

「医療費通知書」は、みなさんが加入している健康保険ごとに、

いつ、どこの医療機関で、どのくらいの医療費がかかったかなどの

情報をお知らせするものです。国民健康保険に加入している方は、

役場より２ヵ月ごとに「医療費のお知らせ」を送付しています。

この通知を見て、正しく医療を受けているか確認してみましょう。

①複数の医療機関にかかると、そのたびに初診料などがかかってしまいます。

同じ病気で複数の医療機関にかかるのではなく、かかりつけ医を持つようにしましょう。

②緊急ではない場合の、休日診療や夜間診療は控えましょう。

休日・夜間に子供の急病で心配なときは「小児救急電話相談」（＃８０００）で相談できます。

③薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師さんに相談しましょう。

④定期的に、健診や人間ドックを受け、日頃から健康管理に努めましょう。

【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84－1501】
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戸籍の窓口
8/21 ～ 9/20届出分

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

10 月の保健ガイド

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

10月11日(金) ～ 11月14日(木)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（９月１日現在）

人　口………16,717人（－26）

　男　………  7,986人（－  7）

　女　………  8,731人（－19）

世帯数………  5,418戸（＋  0）

今月の納税【納期限10月31日(木)】

●固定資産税　●介護保険料

●国民健康保険税　●住宅使用料

●児童福祉負担金　●町県民税

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（10/11 ～ 11/14）

10/13日・14月・20日・27日

美登屋設備　℡ 83-3401

11/ ３日・4月・10日

坂下水道　℡ 83-2607

乳幼児健康診査
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間 午後 1時～1時 30分

事 業 名 月 日 対 象 者

4か月児 11 月 12 日(火)
平成 25 年 6 月 15 日

～平成 25 年 7月 14 日生

2歳 6か月児 10 月 24 日(木) 平成 23 年 4 月・平成 23 年 5 月生

3歳 6か月児 10 月 17 日(木) 平成 22 年 4 月・平成 22 年 5 月生

乳幼児健康

・栄養相談
10 月 11 日(金)

月齢・年齢は問いません。育児につ

いての相談を希望する方。

離乳食教室
10 月 11 日(金)

午後2時30分～

平成 25 年 1 月 15 日

～平成 25 年 3月 14 日生

むし歯予防フッ素塗布
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間 午後 1時～1時 30分

事 業 名 月 日 対 象 者

1歳

11 月 8日(金)

平成 24 年 8 月・ 9 月生

2 歳 平成 23 年 10 月・11 月生

3 歳 平成 22 年 10 月・11 月生

4 歳 平成 21 年 12 月・平成 22 年 1月生

休日救急診療当番

※ 変更になる場合があります。

10 月 13 日(日) 佐藤整形外科医院 ☎83-1155

10 月 20 日(日) 平野医院 ☎83-2243

11 月 3 日(日) 荒井医院 ☎83-2224

11 月 4 日(月) 遠山眼科医院 ☎83-2011

救 急 病 院

坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果 ( 9月13 日）】
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時

年 月 数値 調査地点 数値 調査地点 数値

9 月 1 日 0.100 坂下東小学校 0.114 坂下東幼稚園 0.114

8 月 1 日 0.092 坂下南小学校 0.117 坂下南幼稚園 0.109

7 月 1 日 0.098 坂下中学校 0.090 ばんげ保育所 0.077

6 月 1 日 0.100 えくぼ遊育園 0.126

5 月 1 日 0.100 ▼問い合わせ先 放射能対策室 TEL84-1527

地　区　　　名　前� （保護者）

新栄町	 齋　藤　成
なる

　忠
ただ

�（弘  二）

新　町	 平河内　莉
り

　恩
おん

�（雄  太）

新　町	 田　中　裕
ゆう

　真
ま

�（健  一）

新　町	 小　林　和
かず

　真
ま

�（大  祐）

青　木	 佐　藤　ヨシノ�（102歳）

桜木町	 荒　明　タ　カ�（85歳）

上金沢	 鈴　木　昭　子�（86歳）

柳　町	 目　黒　ト　ヨ�（89歳）

新富町	 菅　　　ハルイ�（93歳）

青　木	 生　江　ノブエ�（99歳）

金　沢	 大　江　京　子�（83歳）

新栄町	 兼　子　ワグリ�（88歳）

牛　沢	 渡　部　コ　ン�（90歳）

窪　倉	 石　見　初　枝�（85歳）

茶屋町	 鈴　木　満　子�（95歳）

金　上	 ⻆　田　リウ子�（88歳）

平　井	 山　内　ナ　ツ�（95歳）

上開津	 樋　　　伸　一�（80歳）

諏訪町	 伊　藤　イチ子�（87歳）

古坂下	 石　田　昭　二�（83歳）

八日沢	 武　藤　文　雄�（87歳）

見　明	 杉　原　ヨシ子�（89歳）
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第８回

　今年度もたくさんのご応募ありがとうございました。今年は猛暑の上に雨が少なく、手入れ

が大変な中、多くの町民の皆さんが町の中に色とりどりの花を咲かせてくれました。暑さに負

けずに咲き誇る花々は人を感動させます。今後も「花いっぱい推進運動」を広め、花のあるき

れいな地域づくりをしていきましょう！

花いっぱい推進委員長賞 会津坂下町長賞

教育長賞

緑化推進委員長賞

牛沢環境保全委員会

武藤征子さん

バンビィ 仲町商栄会

ＮＩＶＯ

商工会女性部

西青津環境保全委員会

東小学校

南小学校

杉山長寿会

上新田老人会

上新田子供会

上新田婦人会

牛沢環境保全委員会

武藤征子さん

バンビィ 仲町商栄会

ＮＩＶＯ

商工会女性部

西青津環境保全委員会

東小学校

南小学校

杉山長寿会

上新田老人会

上新田子供会

上新田婦人会


